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研究成果の概要（和文）：本研究は、生活の困窮した状態に置かれた元受刑者が犯罪に至る過程に関わる要因を
検討し、その支援について考察することを目的とした。そのために、犯罪性の発達と事件の発生についてアタッ
チメント研究に焦点を当ててレビューを行ない、心的苦痛の解決としての犯罪の成立というモデルを提示した。
このモデルに則って、元受刑者の犯罪についての現在の心の状態を捉えるための質問項目、手続き、評定基準を
定め、半構造化面接法を開発した。この面接法による結果と１年間の元受刑者の経過を照らし合わせ、生活の困
窮した状態から人はどのように犯罪に至るのかを描写し、求められる支援について考察した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to clarify factors concerning a process in 
which an individual were led to a crime in a state of daily adversity, and to consider how workers 
could support his/her rehabilitation. For that purpose, a review of literature was done focusing on 
attachment researches to understand development of criminality and occurrence of an incident, then 
the model was presented that suggested a crime was conducted as a way to resolve distresses. Based 
on the model, semi-structured interview to capture ex-offenders's current states of mind with regard
 to his/her offense was developed through establishing inquiry items, a procedure and coding 
criteria. Comparing the results of the interview and the courses of each ex-offender in a 
rehabilitation facility, it was described how an individual was led to a crime in daily adversity 
and consideration about needed support was implied.

研究分野：臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本における犯罪の発生件数は、他の先進
諸国同様に減少傾向にあり、初犯者が減少し、
犯罪者に占める再犯者の割合が高くなって
いる。このことから、法務省は、非行・犯罪
からの立ち直りにおいて、性犯罪、暴力犯罪、
薬物事犯といった犯罪類型ごとの教育プロ
グラムを実施することで、再犯の防止に取り
組んでいる。 
 しかしながら、これらの教育プログラムは
矯正施設内で行われるものであり、矯正施設
を出た後の支援については十分な関わりが
行われていない。近年は、再犯リスクとして
の生活の困窮が注目され、就労や住居の支援
といったどちらかというと福祉的側面に焦
点を当てた立ち直り支援が行なわれている
が、そこには以下の２つの問題が潜んでいる。 
 １つは、これらが非行・犯罪に関わる個人
内の要因を取り上げていないこと、もう１つ
は、この個人内の要因が社会内の支援の中で
どのように変化するかが検討されていない
ことである。とりわけ、非行・犯罪の発達的
要因として注目されることの多いアタッチ
メントの観点からは、個人の示す他者との関
係性についての視点が欠けていることが指
摘されるる。 
 関係性の視点は、犯罪性の発達に関わるこ
とが指摘されるのみならず、それが支援関係
と直接に結びつくために、非行・犯罪からの
立ち直りを考える上では見逃すことのでき
ない視点である。というのは、どのように支
援者を頼り、その支援内容を利用して、自ら
の生活を立て直すか、ということは、関係性
の問題として考えられるためである。 
 さらに、アタッチメントの観点は、こうし
た関係性が、個人が逆境的状況において生じ
る不安を和らげ、外的状況に対処する能力を
高めることを示唆している。そのため、自ら
の犯罪に向き合い、生活の中で生じる葛藤か
ら非行・犯罪に至ることを回避する能力の滋
養は、こうした他者との関係性に依拠してい
るとも考えられる。 
 
２．研究の目的 
 そのため、本研究は、個人が生活の困窮の
ような逆境的状況において、その負荷に持ち
こたえ、自らの行動を制御する「葛藤する能
力」と、その際に他者を頼り、内的緊張を和
らげる「関係する能力」という２つの個人内
要因が相互に関連するものであることを想
定しながら、(1) これがどのように再犯につ
ながるか、(2) これらの能力が支援の中でど
のように変化するか、(3) そのために求めら
れる支援とはどのようなものか、といったこ
とを検討している。 
 
３．研究の方法 
 この目的を達成するために、当初、本研究
は以下の方法を取ることを考えていた。 
 (1) 矯正施設を出て１ヶ月以内に、事件当

時の生活について尋ねる半構造化面接を開
発し、葛藤する能力を捉え、成人アタッチメ
ント面接（AAI）を実施することで、関係す
る能力を捉える。 
 (2) 半年後、１年後に現在の生活について
尋ねる半構造化面接を行い、両能力の変化を
捉える。 
 しかしながら、次節に述べるように、２つ
の能力を１つの心の状態として概念化する
ことが可能となり、半構造化面接の構成を変
えたことから、以下のような方法を取ること
になった。 
 (1) 事件について尋ねる半構造化面接を
開発し、事件についての現在の心の状態を捉
える。 
 (2) 上記の結果と支援経過を照らし合わ
せることで、個人の内的状態が支援とどのよ
うに相互作用するかを事例研究的に検討す
る。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、大きく３つに分けられる。
１つは文献レビューによる、アタッチメント
の観点にもとづいた非行・犯罪の発達・発生
過程についてのモデル化であり、もう１つは
これにもとづいた事件についての現在の心
の状態を捉える半構造化面接の開発であり、
最後の１つはこれによって捉えられた内的
状態がどのようにその後１年間の支援関係
を予測し、非行・犯罪からの立ち直りに関わ
ったかについての知見である。これらを以下
に記述したい。 
(1) 非行・犯罪のモデル化 
 非行・犯罪の発達に関わる諸要因について
はすでに長期縦断研究などからある程度の
整理がなされている。それらは、気質やパー
ソナリティなどの本人の個人要因、親の犯罪
歴などのような養育者の個人要因、しつけや
虐待などの養育者の養育要因、夫婦の不和や
住居の不安定性などの家庭の環境要因、犯罪
親和的な下位文化などの近隣の環境要因、非
行仲間などの同輩要因、学業未達成などの学
校関連要因であり、これに加えて個人の関係
要因としてのアタッチメントの不安定さが
リスクとなりうる。 
 しかしながらアタッチメントの不安定さ
だけでは非行・犯罪の発達を説明することは
困難で、むしろこれは精神衛生上の問題につ
いての一般的なリスク因子として考えられ
るものである。アタッチメントが不安定であ
ることは、逆境的状況において心的苦痛を経
験した際に、これを和らげるべく他者を当て
にすることが困難であることを意味し、その
ために高まる苦痛を和らげるための他の方
策が求められることになる。幼少期の厳しい
しつけや虐待歴はこうしたアタッチメント
の不安定性を高めることになり、そうした個
人が青年期において非行仲間を持ち、養育者
の監督が十分でなく、学校との関係も悪化し
ていると、非行を発達させることになりうる。



言い換えれば、非行・犯罪とは高まる心的苦
痛の解決のための社会的に逸脱した試みで
あると考えられる。それが本レビューの定式
化の１つであった。 
 実際、性犯罪、暴力犯罪、薬物犯罪などを
この観点から眺めると、それぞれに関連する
他のリスク因子が存在しながらも、心的苦痛
の解決のための防衛的方略としてこれらの
行為を理解することが可能であった。そこで、
こうした理解を簡略に記述するためのモデ
ルを作成し、それを二重のサークル・モデル
と名づけた。これは同じ図式で発達と発生の
２つを説明するもので、発達モデルは (1) 
幼少期の養育環境の中でアタッチメントの
不安定さが形成され、(2) そのために心的苦
痛を和らげる防衛的方略が必要とされ、(3) 
ここに他のリスク因子が存在することで犯
罪への傾向が生じる、というものである。他
方、発生モデルは、(1) 生活の中で心的苦痛
が高まり、(2) すでに形成されているアタッ
チメントの不安定さから他者との協調的関
係の中でこれを和らげることが困難で、(3) 
ここに他のリスク因子が存在することで事
件が発生する、というものである。 
 このモデルに立てば、再犯の防止には、ど
のようにして違法行為に依らず安心感を得
ることができるか、ということが考慮される
必要がある。研究開始当初に考えていた、葛
藤する能力と関係する能力という２つの個
人内要因は、この「高まる心的苦痛を和らげ
る能力」という１つの概念にまとめられるこ
とになり、逆に言えば、再犯の可能性とは「心
的苦痛を取り扱う処理過程」が過度に防衛的
であるときに高まるものと考えられた。支援
とは心的苦痛が高まる時にこそ必要であり、
苦痛が安心感に変わる経験を繰り返すこと
が、この過程をより適応的なものへと変化せ
しめる、という可能性が指摘された。 
(2) 半構造化面接の開発 
 上記のモデルに基づいて、半構造化面接を
開発するに当たり、以下のような概念化を行
なった。 
 (a) 事件が高まる心的苦痛の解決を求め
て生じるのだとすれば、苦痛を処理する過程
が過度に防衛的であることが再犯を予測す
る 
 (b) しかし実験的に心的苦痛を高めるこ
とは難しい 
 (c) ここでアタッチメント研究に用いら
れる AAI を見ると、これは幼少期の親との関
係を尋ねることでアタッチメントの葛藤的
な側面を刺激し、これをどのように心的に処
理しているかを語りの中から拾い上げよう
としているものである 
 (d) 同様のことを犯罪についても行なえ
るだろう 
 (e) すなわち、最も最近の事件について尋
ねることで当時の心的苦痛、および事件をめ
ぐる現在の心的苦痛が刺激され、この葛藤的
な苦痛をどのように心的に処理しているか

が語りの中から拾いあげられるに違いない 
 (f) AAI においては質問がアタッチメント
関係に特化しているため、この処理過程は個
人の他者との関係性と並行すると想定され
ている 
 (g) 他方、この半構造化面接では事件につ
いて尋ねているため、事件の生じる過程と並
行していると想定できるだろう 
 (f) そこには必然的に葛藤の処理および
他者との関係が反映される 
 (g) これを AAI にならって、「事件に関す
る現在の心の状態」と名づけ、半構造化面接
はこれを捉えるものと位置づけることがで
きる 
 このようにして、非行・犯罪面接（DCI: 
Delinquency and Crime Interview）の開発
に着手した。AAI を参照し、また予備調査を
通じて、質問項目を以下のように定め、面接
実施マニュアルを作成した。 

 面接は１対１で行い、録音データを逐語録
に起こす。その際、言い間違いや言い直しな
ども全て文字化する。逐語録の作成について
は別にマニュアルを定めている。 
 評定システムは以下のように定めた。分析
は、語りの内容と形式に分けて行なう。内容
とは、「話し手が〜と言った」と記述するこ
とのできるものであり、意識化された話し手
なりの事件にまつわる出来事の理解である。 
 他方、形式は事件に関する心の状態として
の苦痛の処理過程を反映しており、過去の事
件という苦痛な記憶への接触の仕方を反映
しているものと想定される。これが防衛的で
ない場合、事件にまつわる出来事は率直に、
また罪悪感や罪の意識を伴って語られるだ
ろう。これが防衛的に回避される場合（距離
のある接触）、事件にまつわる出来事の詳細
は省略されたり、問題が他者に帰属され、自
己の関与は軽視されるだろう。他方、苦痛な
記憶への接触が過剰な場合（もつれた接触）、
事件にまつわる出来事の詳細が怒りを込め
て語られるか、もしくは語りを構成すること
が困難で、要領を得ない話になるだろう。さ
らに、苦痛な記憶への接触が非組織である場
合には（非組織な接触）、事件にまつわる出
来事の詳細が秩序立っておらず、決定的に重
要な要素が抜けていたり、時系列が乱れるな
どの無秩序さが見られるだろう。 
 こうした心の状態を反映した語りのカテ

Tab.1 DCI 質問項目 

No 質問 意味 
1 現在の生活 面接への導入 
2 事件当時の生活 事件の背景 
3 事件の内容 事件に至る問題、行動、動機 
4 事件に関する形容詞と具体
描写 

意味／エピソード記憶の整
合性 

5 事件の原因の振り返り 現在からの振り返り 
6 事件前の対処行動 問題への対処行動パターン 
7 事件後の反応 問題への対処行動パターン 
8 逮捕時の状況 罪に直面した時の反応 
9 刑務所での状態 罪に直面した時の反応 
10 ここまでの振り返り 経験の振り返りと学び 
11 事件当時からの変化 経験の振り返りと学び 
12 将来の目標 面接の終了 



ゴリーとその具体例、および説明について、
司法臨床に関わる実務者の協力の元に、検討
を重ね、評定マニュアルを定めた。なお、距
離のある接触が見られた際には、その個人は、
たとえ反省を口にしてもそれは表面的で、苦
痛を覚えた際には他者との関係から遠ざか
り、罪を否認しながら再犯に至る可能性があ
ること、もつれた接触が見られた際には、そ
の個人は、同様な出来事があった際に、そこ
から距離を取ることができず、感情的にもつ
れたまま事件へと巻き込まれていくこと、非
組織な接触が見られた際には、その個人は、
自らの事件についての経験やそれを惹起し
た出来事について未消化で、同様の出来事が
あった際に自己の行為を制御できないまま
に再犯に至る、最もリスクの高いものである
こと、を解釈仮説としてマニュアルに組み込
んだ。 
(3) 事例検討 
 調査に協力することに同意した調査協力
者に対して DCI を実施し、１年間の支援経過
の自然観察を行ない、その結果を照合し、DCI
の信頼性、妥当性を検討するとともに、それ
が再犯をどの程度予測するか、支援関係をど
の程度予測するか、この事件に関する心の状
態が支援とどのように相互作用するか、を検
討した。 
 対象者は５名（男性、50 代４名、30 代 1
名：交通事犯 1 名、重大犯罪 2 名、財産犯 2
名）であった。DCI を実施し、録音データを
逐語録に起こした後で、研究代表者と司法臨
床の実務家である研究協力者とが独立して
それぞれに評定を行った。DCI の分析におい
て重要となるのは「語り方」の方であるため、
これについて評定の一致率を算出した。評定
者間の完全一致は 20 項目中（語りにみられ
る記憶への接触の仕方 4 種×5 事例）2 項目
（10%）、１点以内では 11 項目（55%）と低か
ったが、スピアマンの順位相関を算出すると、
値の低い組み合わせはあるものの（rs<.50 が
2 項目）、多くは rs>.70、平均は rs=.79 と高

かった。したがって、(1)調査協力者がどの
ような記憶への接触パターン、すなわち事件

についての心の状態を有しているかについ
ては評定者間では一致するが、(2)それがど
の程度の強さかという得点化の基準に改善
が必要である、ことが示唆された。 
 続いて、１年間の支援経過の結果との照合
を行なったが、その際に使用した情報は、矯
正施設を出た後に調査協力者が身を置くこ
とになった支援施設の記録より抽出した。抽
出したのは、当該施設を退所した時の状況、
および退所した後の生活や状況についてで
あり、具体的には、支援施設への入所から１
年間を限度とする、就労、住居、支援団体と
の関係、再犯、およびそれに関するつまずき
や問題についての情報であった。 
 この記録によれば、支援施設でおおよそ追
跡可能な支援開始後１年の間にはどの調査
協力者においても再犯が見られなかったが、
非組織な接触が見られた事例２では自死に
至り、間接的にそのリスクの高さを示す結果
となった。他方、非組織な接触が見られた別
の事例４では、逆に安定した社会生活が維持
された。支援の経過を検討すると、他者の言
葉に表面的に同一化する力動が、支援関係の
中では保護的に作用しているようだった。他
方、距離のある接触が見られた２事例（１と
５）では、支援者の見えないところで違法行
為への関与が伺われ、自分や支援者を偽る、
支援関係から姿をくらませる、などの行動が
見られ、支援が中断している。適応は表面的
で、裏のある生活を展開させるために、再犯
へのリスクが高まることが示唆されたが、こ
れはDCIの解釈仮説から予測されたことであ
った。他方、同じ距離のある接触が見られた
事例３は、安定した社会生活を送っており、
事例１、５との違いは、回避的な心の状態と
しては同様の特徴があるとしても、他者を偽
る要素がなく、逮捕に至る人生を振り返って
の悲哀の感覚があることであった。語りの形
式に悲哀が見られることは、防衛的でない心
の状態を示しており、こうした要素が見られ、
回避的ではあるものの関係性の率直さが見

られることが、支援を利用し、支援によって
助けられる際の保護因子となることが示唆

Tab. 2 各事例の経過と DCI との対応 
事例 1 2 3 4 5 
優位なパターン D: 距離のある接触 E: もつれた接触 D: 距離のある接触 E: もつれた接触 D: 距離のある接触 
（副）  （U: 非組織化） （G: 程よい接触） （U: 非組織化） （G: 程よい接触） 
就労 休みがちで解雇。 知人に紹介してもらう

当てが外れ求職。 
日雇いで食いつなぎ、
就労。 

時間をかけて職を探
し、就労。 

職には就くが長続きし
ない。 

住居 アパートに住むが昔の
仲間から逃れること数
度。 

仕事の当てが外れた
後、支援施設の紹介で
アパート。 

アパート。 アパート。 会社寮に入るも、仕事
を辞めて支援施設再入
所。 

支援関係 相談は多かったが、自
分の問題はうまく誤魔
化す。仕事の解雇後に
被害感を募らせ悪化。 

日雇いの紹介や食事の
提供を受けるなどして
いたが、仕事がない中
でうつでふさぎこみ自
死。 

支援施設内では穏やか
に過ごし、静かに退所。
連絡はないが、施設側
から連絡はできる。 

資金が溜まるまで支援
施設にいて地域生活に
移行。指示・指導はよ
く守る。 

施設入所中は気さくな
関わりであったが、時
折無断外泊。最後は行
き先も言わず居所不明
に。 

再犯 再犯の疑いや警察から
の問い合わせ。 

なし。 なし。 なし。 なし。 

DCI との対応 葛藤の否認、不都合情
報の削減など、都合の
悪い事から目をそら
し、支援者にも問題を
隠す関係が展開した。 

怒りへのとらわれの激
しさと著しい外傷的状
態（非組織）が死をも
たらしたのかもしれな
い。 

隔絶した心の状態で他
者との関わりが薄い
が、逮捕の現実味や人
生の悲哀の感覚が適応
を可能にしたと思われ
る。 

非組織で、意識的統制
のない再犯のリスクが
あるが、他者の指示を
纏うつぎはぎな心の状
態で適応を保ってい
る。 

逮捕の現実味はある
が、葛藤の否認、不都
合な情報の削減など都
合の悪い事から目をそ
らし、支援者から隠れ
居所不明に。 



された。 
 まとめると、次のように言えるだろう。 
 (a) DCIの信頼性は一定程度確保されたが、
得点化の基準について、マニュアルの改訂が
必要である 
 (b) DCIの妥当性は一定程度確保されたが、
当初想定された４つの心の状態がそのまま
再犯や支援関係を予測するものではないた
め、評定項目を検討し、組み替え直す必要が
ある 
 (c) それによって結果が変わる可能性は
あるが、事件についての現在の心の状態が防
衛的なものであるとしても、関係性の率直さ
がある際には、あるいは自らの行為や人生に
対する悲哀がある際には、提供される支援を
足がかりに困窮した状況から立ち直りの過
程をたどることができる 
 (d) 関係に偽りが持ち込まれる際には、あ
るいは非組織な心の状態がある際には、より
治療的な支援が必要であるかもしれない 
 DCI の限界はあるものの、本研究を通して、
生活の困窮した状態に置かれた個人が非
行・犯罪に至る過程とは、個人の「心的苦痛
を解決する社会的に逸脱した試み」であるこ
と、それは高まる心的苦痛を和らげようとす
るもので、そのために他者をどのように当て
に出来るか、という関係性の視点と、この心
的苦痛をどのように処理するかという内的
過程とが関与しており、支援とは、心的苦痛
の高まる時に安心感を与えることのできる
関係性であり、そのための方策であること、
それは時に治療的であることも必要である
こと、などが示された。さらに、こうした支
援内容と関係、および再犯の可能性を予測す
る上でDCIが役立ちうること、そのためにDCI
の評定マニュアルの改訂が必要であること、
が課題として浮かび上がった。さらに、今後
事例数を増やして、より広汎な支援対象者に
これが当てはまるのかが検討される必要が
ある。 
 このような限界と課題はあるものの、本研
究は当初の目的である、生活の困窮した状態
から犯罪に至る過程とこれに関わる個人内
の要因、および立ち直り支援との相互作用の
一端を明らかにすることに寄与できたもの
と考えている。 
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